
1993年　 平成5 年

4/15あだち広報
第998 号

● 発行/ 足立区　〒120 足立区千住1・4・18　03( 3882) 1111㈹　編集/ 企画部広報課　FAX03( 3881) 6910

彫刻
が街にやってくる

第4回 足立区野外

彫刻コンクール
入賞者を発表

街
の
あ
ち
こ
ち
で
彫
刻
と
ふ
れ
&
凡

る
、
心
豊
か
な
う
る
お
い
の
あ
る
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
て
、
区
と
ま
ち
づ
く

り
公
社
は
、
街
か
ど
な
ど
の
野
外
に
彫

刻
の
設
置
を
進
め
て
い
ま
す
。

設
置
場
所
(
6
ヵ
所
)
ご
と
に
定
め

ら
れ
た
テ
ー
マ
に
基
づ
い
て
、
作
品
を

全
国
に
一
般
公
募
し
、
1
4
4点の
応
募
が

あ
り
ま
し
た
。

2
月
1
8日
、
第
4
回
足
立
区
野
外
彫

刻
コ
ン
ク
ー
ル
の
審
査
会
を
閲
空
'
{し

た
。
審
査
の
結
果
、
街
の
シ
ン
ボ
ル
と

な
り
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
る

作
品
と
し
て
、
入
賞
作
6
点
(
各
地
区
1

点
)
、
を
選
出
し
ま
し
た
。

入
賞
作
品
は
、
1
0月
に
開
催
す
る
第
4

回
足
立
区
野
外
彫
刻
展
で
一
般
に
公

閧
後
。
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
に
設
置
し
ま

す
。

・
入
賞
者
氏
名
(
)

内
は
般
置
場
所

▽
宮
沢
清
日
子
(
足
立
保
健
所
)

▽
中
山
敬
章
(
大
谷
田
公
園
)

芙

道
寺
光
ら
(
a
俗

園
)

▽
児
玉
士
洋
(
新
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
道

路
)

ワ
高
崎
哲
(
千
住
旭
町
住
宅
)

▽
ハ
ツ
木
の
ぶ
(
西
新
井
中
央
公
園
)
　

(敬
称
略
)

問
先
―
都
市
景
観
デ
ザ
イ
ン
室

s
(
3
8
8
2
)
1
1
1
1
㈹

作
品
名
　
風
サ
エ
　
吹
キ
ス
ギ
ル

作
者
　中
山
敬
章
氏

設
置
場
所
　
大
谷
田
公
園

作
品
名

F
R
I
E
N
D
S

作

者
　
大
道
寺
光
弘
氏

設
置
場
所
　
江
北
公
園

作
品
名
　
水
の
大
地

作
者
　児
玉
士
洋
氏

設
置
場
所
　
新
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
道
路

作
品
名
　
木
精
の
響
き

作
者

八
ツ
木
の
ぶ
氏

設
置
場
所
　
西
新
井
中
央
公
園

作
品
名
　
い
つ
く
し
み

作

者
　
宮
沢
清
日
子
氏

設
置
場
所
　
足
立
保
健
所

作
品
名
　
明
日
へ

作

者
　高
崎
哲
氏

設
置
場
所
　
千
住
旭
町
住
宅

綾瀬駅東口が

メルヘンロード に変身

―アーケード完成
記念イベント開催―

綾
瀬
駅
東
口
の
サ
ン
ー
ア
ヤ
セ
商
店

街
の
高
架
側
に
、
全
長
S
m
の
ア
ー
ケ

I
ド
が
完
成
、
。メ
ル
ヘ
ン
ロ
ー
ガ

に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。
時
間
に

な
る
と
音
楽
が
流
れ
、
駅
入
口
の
メ

イ
ン
の

。か
ら
く
り
人
尹

が
姿
を

現
わ
し
、
ア
ー
ケ
ー
ド
下
の
各
店
舗

の
人
形
が
踊
ひ
だ
す
、
音
と
勣
き
の

楽
し
い
演
出
が
さ
れ
た
ア
ー
ケ
ー
ド

で
す
。

・
4

月
1
7・
1
8日
は
完
成
紀
念
イ
ベ

ン
ト4

月
1
7・
1
8日
、
歩
行
者
天
国
と

な
る
駅
前
通
り
と
都
立
東
綾
瀬
公
園

で
、
こ
の
ア
ー
ケ
ー
ド
の
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
す
。
1
7

日
の
催
し

綾
瀬
小
学
校
・
東
綾

瀬
中
学
校
・
蒲
原
中
学
校
の
コ
ン

サ
ー
ド
、マ
ク
ド
ナ
ル
ド
シ
ョ
ー
、

仮
面
ラ
イ
ダ
ー
・
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン

シ
ョ
ー
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
模
擬
店

な
ど

1
8日
の
催
し

パ
レ
ー
ド
、
潤
徳
学

園
・
足
立
吹
奏
楽
団
コ
ン
サ
ー
ト
、

ダ
イ
レ
ン
ジ
ャ
ー
シ
ョ
ー
、
ス
ト

リ
ー
ト
オ
ル
ガ
ン
な
ど

袤
だ
、
当
日
は
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
募

金
も
行
い
、
福
祉
団
体
に
寄
付
す
る

予
定
で
す
。
こ
の
機
会
に
、
メ
ル
ヘ

ン
ロ
ー
ド
と
な
っ
た
綾
瀬
に
ぜ
ひ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

問
先
=
㈱
足
立
都
市
活
性
化
セ
ン
タ

ー

昔
(
5
2
4
4
)
7
3
7
3

助
役
に
鈴
木
恒
年
を
再
任

平
成
5
年
第
1
回
足
立
区
議
会
定

例
会
に
お
い
て
、
議
会
の
同
意
を
得

て
、
鈴
木
恒
年
を
助
役
に
任
命
し
ま

し
た
。

任
期
は
、
平
成
9
年
3
月
末
ま
で

で
す
。

4
月
1
5日
号
　
目
次

②
・
③
面

④
・
⑤
面

世
論
調
査
の
結
果
か
ら

⑥
・
⑦
面

く
ら
し
の
情
報

⑧
面

少
年
剣
遁
大
会
/
施
設
Q
学
(万
ど
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ハロ
ー あだち

3272- 8600

休日でも温水プールや図書館、プラネタリウムなど
区の施設の情報はOK 。
電話1本でいろいろなことが調べられます。

利
用
時
間
=
土
曜
日
・
:
午
前
9
時
1
午

後
8
時
/
日
曜
日
・
祝
日
・
・
・
午
前
9
時
～

午
後
5
時
/
月
曜
日
～
矗
日
・
:
午

後
5
時
～
8
時
内
容
=
区
役
所
が
休

み
の
土
・
日
曜
日

、
祝
日

、
さ
ら
に
は

平
日
の
業
務
終
了
後
に

、
電
話
で
休
日

診
療
所
や
図
書
館
な
ど
の
区
の
施
設
に

つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
に
お
答
え
し
ま

す

。
N
T
T

の
オ
ペ
レ
ー
タ
が

「
「
口
I

ダ
イ
ヤ
ル
で
す

」
と
で
ま
す
の
で

。

「
足
立
区
の
O
O
O

に
つ
い
て
知
り
た

い
の
で
£

万
・
」
と
お
聞
き
く
だ
さ
い

※
N
T
T

「
「
ロ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

」で
は

、

足
立
区
の
情
報
の
ほ
か

、
2
3
区
内
の
グ

ル
メ
情
報
や
ホ
テ
ル
・
旅
館
、
趣
味
、

レ
ジ
ャ
ー
等
、
多
く
の
お
店
の
特
徴
な

ど
を
電
話
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

案
内
料
は
無
料
(
通
話
料
の
み
)
、
同
時

に
何
吽
で
も
聞
け
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い

現
在
提
供
中
の

主
な
情
報

◆
休
日
診
療
所

◆
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
連
絡
先

◆
図一
館
の
休
館
日
、
連
絡
先

◆
放
置
自
転
車
の
撤
去
先
、
引
き
取
り

方
法

◆
商
盾
街
土
日
祝
日
駐
車
場
(
竹
の
塚
、

予
住
近
辺
)

◆
郷
土
博
物
館

、

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ

ム

、
花
畑
記
念

庭
園

、
西
新
井

区
民
ギ
ャ
ラ
リ

ー
の
連
絡
先

、

交
通
機
関
等

◆
主
な
区
の
イ
ベ

ン
ト《

広
報
課
)

うき うき 館

あだちリバー
ウォッ チング

日
時
=
5
月
2
6
日
(
水
)
、午
前
1
0
時

～
午
後
2
時
3
0
分
(
予
定
)
コ
ー
ス

ー
千
住
曙
町
船
機
場
～
岩
淵
水
門
～
千

住
新
橋
上
東
京
港
～
千
住
曙
町
船
着
場
　

(
解
散
)

対
象
=

観
光
協
会
会
員
/

区
内
在
住
の
方

定
a
1
9
5

人
(
抽
選
)

費
用
=

観
光
協
会
会
貝
・
:
千
円
/

会
員

以
外
・
:
千
勁
円
(

当
日
現
地
支
払
い
/

昼
食
付
)

申
込
=

往
復
(

ガ
キ
に
希

望
者
全
員
の
住
所

、
氏
名

、
年
齢
、
電

話
番
号

、会
員
・
会
員
外
の
別
を
明
記

※
(

ガ
キ
ー
枚
に
つ
き
I

人
ま
で

、
子

供
も
よ

と
し
て
数
え
ま
す
。
重
複
申

し
込
み
は
無
効
で
す

期
限
=
4

月
2
1

日
消

印
有

効

抽
選
1
4

月
2
7
日

(火
)
、午
前
1
0
時
に
中
央
本
町
庁
舎
屁

会
議
室
で
公
開
抽
選

。
結
果
は
潺
傴
(

ガ
キ
で

通
知
し
欒
歹

申
・
問
先
―
観

光
協
会
事
務
局
(

中
央
本
町
庁
舎
・
産

業
振
興
課
内
)

〒
圀
中
央
本
町
1
1
1
7
1
1

酋
(
3
8
8
0
)
5
1
9
1

高
年
齢
者
職
業
相
談

受
付
場
所
が

変
わ
り
ま
し
た

千
住
本
庁
舎
I
階
の
区
民
相
談
室

で
行
っ
て
い
た

日
暮
里
高
年
齢

者
就
業
相
談
所

に
よ
る
就
業
相

談
は
、4
月
か

ら
受
付
場
所
が

汕
足
立
区
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
千
住
支
所
　

♀
住
中
居
町

1
0
1
m
一
`
1
5

2
4
4
1
7
0

8
)

に
変
わ

り
ま
し
た
。日
時
は
。今
ま
で
ど
お

り
毎
月
第
4
火
曜
日
の
午
前
1
0
時
～

午
後
3
時
で
す
。
な
お
、
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
就
業
相
談

は
、
千
住
支
所
で
常
時
行
っ
て
い
ま

す
。
ご
つ
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

Λ
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
V

東
京
都
議
会
議
員
選
挙

投
票
日
6

月
2
7日
(
日
)

やさしい
公職選挙法
Q&A
～寄附の禁止～

公
職
選
挙
法
で
は
、き
れ
い
な
選
挙
、

お
金
の
か
か
ら
な
い
政
治
の
爽
現
の
た

め
、
寄
附
に
つ
い
て
厳
し
く
規
制
し
て

い
ま
す
。
違
反
し
て
処
罰
さ
れ
る
と
、

公
民
権
(
選
挙
権
・
被
選
挙
権
)
が
停

止
と
な
り
ま
す
。
具
体
例
と
し
て
は
、

次
の
ぶ
7
な
も
の
が
あ
り
李
歹
。

Q
政
治
家
等
が
区
内
の
文
化
・
体
育

団
体
な
ど
に
対
し
て
、
応
援
の
意

味
で
S
賃
金
を
出
せ
ホ
y
か
。

A

出
せ
ま
せ
ん
。
罰
則
を
も
っ
て
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す
。

Q
政
治
家
等
が
選
挙
区
内
に
あ
る
者

の
上
棟
式
や
新
築
披
露
に
際
し

て
、
お
酒
や
祝
金
を
出
せ
奪
7
か
。

A
出
せ
ま
せ
ん
。
お
酒
や
祝
金
は
寄

附
と
な
り
、
罰
則
を
も
っ
て
禁
止

さ
れ
て
い
奪
歹
。

Q
後
援
会
が
選
挙
区
内
に
お
住
ま
い

の
方
に
新
築
祝
い
と
し
て
、
お
酒

や
祝
金
を
出
せ
ま
す
か
。
ま
た
、
後
援

会
が
政
治
家
等
の
名
義
で
、
選
挙
区
内

に
お
住
ま
い
の
方
に
対
し
て
祝
金
を
出

せ
ま
す
か
。

A
出
せ
ま
せ
ん
。
双
方
と
も
罰
則
を

も
っ
て
禁
止
さ
れ
て
い
‘
'チ

。

Q
選
挙
区
内
の
有
権
者
を
遊
園
地
に

招
待
し
、
見
物
さ
せ
る
こ
と
は
で

耋
甼

か
。

A
寄
附
と
認
め
叭
れ
、
罰
則
を
も
っ

て
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

Q
町
会
・
竄
器
の
役
艮
が
会
員
全

員
に
連
動
会
や
イ
ベ
ン
ト
の
寄
附

を
募
る
場
合
、
会
員
の
政
治
家
等
に
対

し
て
も
斉
附
を
求
め
る
こ
と
が
で
淅
汞

す
か
。

A
で
孝
ま
せ
ん
。
こ
の
場
合
。
政
治

家
等
の
寄
附
を
威
迫
(
不
安
の
念

夲
疱
か
せ
る
行
為
)
し
て
要
求
す
る
と

罰
則
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

(
選
挙
管
理
委
S
僉
)

あなたの相談室 問先= 足立区役所千住本庁舎1階区民相談室
場所= 千 住1- 4- 18 　3882- 1111㈹

困ったことや心配なことがありましたら、お気軽にご 利用ください( 無料・秘密厳守)
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仕

事

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

ゆ
う
の
事
業
案
内

□
内
職
相
談
・
パ
ー
ト
職
業
相
談
(
紹

介
・
あ
っ
せ
ん
)
日
時
=
祝
日
を
除

く
月
曜
日
～
窿
日
、午
前
9
時
～
午

後
t
時
3
0
分

□
出
張
相
談
(
内
職
と
足
立
職
安
主
催

の
パ
ー
ト
)
日
時
=
毎
週
金
曜
日
、

午
後
1
時
3
0
分
～
3
時
3
0
分
鳩
所
=

西
新
井
区
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
(
サ
テ
ィ
4

階
)

□
求
人
相
談
(
内
職
・
パ
ー
ト
)

事

業
主
の
方
の
求
人
相
談
も
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

□
技
能
講
習
会

就
業
に
必
要
な
知
識

や
技
能
を
身
に
つ
け
、
よ
り
有
利
な
条

件
で
働
參
た
い
方
の
た
め
に
、5
・
7
・

1
0
・
1
月
の
年
4
回
、工
業
用
ミ
シ
ン

の
講
習
会
を
行
つ
て
い
毒
y
。対
象
は

区
内
在
住
の
初
心
者
で
、ミ
シ
ン
の
取

り
扱
い
や
手
入
れ
、基
礎
縫
い
か
ら
ブ

ラ
ウ
ス
、ス
カ
ー
ト
の
製
作
等
ま
で
を
、1
5

日
間
で
学
び
ま
す
。

I

い
ず
れ
も
ト
ト

場
(
出
張
相
談
を
除
く
)
・
申
・
問
先
=

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
ゆ
‘つ

合
(
3
8
8
)
3
5
8
4

?
高
齢
者
職
業
相
談
(
紹
介
・
あ
。
せ

ん
)
日
時
=
毎
月
第
1
火
曜
日
、午

前
1
0
時
～
午
後
3
時
間
先
=
日
暮
里

高
齢
者
就
業
相
談
所

3
8
0
1
)
1
9
7
6

?
労
働
相
談
`
労
働
者
、使
用
者
間
の

労
働
関
係
相
談
)
日
時
=
毎
月
第
1

月
曜
日
、午
後
2
時
～
4
時
間
先
1

王
子
労
政
事
務
所

3
9
0
0
)
0
1
1
6

-

い
ず
れ
や
卜

場
所
=
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
ゆ
つ

健

康

お
酒
の
問
題
で

悩
ん
で
い
る
方
へ

飲
酒
が
原
因
で
家
族
関
係
や
仕
事
が

う
ま
く
い
か
な
い
方
、
お
酒
が
や
め
ら

れ
な
く
て
困
っ
て
い
る
方
は
い
ま
せ
ん

か
。
各
保
健
所
・
保
健
相
談
所
で
は
、

定
期
的
に
酒
害
相
談
を
行
っ
て
い
ま

す
。
一
人
で
悩
ま
ず
に
、
ま
ず
は
電
話

で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
先
=
各
保

健
所
・
保
健
相
談
所
(
表
I
)

エ
イ
ズ
検
査
が

無
料
に

4
月
か
ら
保
健
所
で
行
っ
て
い
る
エ

イ
ズ
検
査
が
無
料
に
な
り
ま
し
た
。
た

だ
し
、
一
部
有
料
(
千
崩
円
)
の
場
ふ扈

あ
り
ま
す
の
で
、
実
施
日
な
ど
の
詳
細

は
お
問
い
合
わ
せ
ぐ
だ
さ
い
。
ま
た
、

電
話
相
談
も
各
保
健
所
・
保
健
相
談
所

で
常
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

問
先
=

各
保
健
所
・
保
健
相
談
所
(
表
―
)

表1　 保健所等一覧

年

金

出
張
相
談

日
時
等
―
表
2
の
と
お
り

内
容
―
国

民
年
金
の
し
く
み

や
手
続
き
、
保
険

料
の
支
払
方
法
な

ど
、さ
恚
♀
忍

相
談
に
お
答
え
し

ま
す

問
先
=
中

央
本
町
庁
舎
・
推

進
係

昔
(
3
8
8
0
)

5
0
6
1

表2　 ねんきん出張相談日程表

保
険
料
を
忘
れ
ず

に
納
め
ま
し
ょ
う

毎
月
納
付
の
国
民
年
金
保
険
料
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
月
の
翌
月
末
日
が
納
期
限

と
な
っ
て
い
ま
す
。
3
月
分
の
保
険
料

は
、
4
月
3
0日
ま
で
に
忘
れ
ず
に
納
め

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
平
成
4
年
4
月

～
5
年
3
月
ま
で
の
未
納
保
険
料
に
つ

い
て
も
、
4
月
3
0日
ま
で
に
納
め
る
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
や
む
蚤
入
ず
5

月
1
日
以
降
に
納
め
る
場
合
は
、
足
立

区
の
納
付
書
で
は
納
め
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。
足
立
襲
屎
険
事
務
所
(
酋
3
6
0
4
1
0
1
1
1
)

発
行
の
納
付

書
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

問
先
=
中

央
本
町
庁
舎
・
保
険
料
係

登
(
3
8
8
0
)
5
1
6
1

みんなの健康
足 立 保 所 　3855- 4151千 住 保R

炎
所 　3888- 4277

江 北保 相 所 　3896- 4004
串 和保

露
相談 所 　3606- 4171

詣M 櫑 詰 齠 目: 歪 眉n

訂
正
と
お
わ
び

3
月
2
5
日
号
L

面
の
大
師
線
に

関
す
る
記
事
に
誤
ひ
が
あ
り
ま
し

た

。「
そ
の
後
関
東
大
震
災
の
影
響

も
あ
り

、
西
板
線
は
実
根
U
ま
せ

ん
で
し
た
・・・
」と
あ
る
の
は

、正
し

く
は

「
関
東
大
震
災
の
影
響
で
西

板
線
は
断
念
さ
れ
、
昭
和
6

年
に
I

区
間
だ
け
開
通
」
だ

」
で
す

。

訂
正
し
て
お
わ
び
し
ま
す

。

A
広
報
課
V

掲
示
板

□
作
曲
家
・
弦
哲
也
さ
ん
が
1
日
郵

便
局
長
に
!
・
4
月
2
2
日
(
木
)
。
正

午
～
午
後
1
時
/
歌
の
プ
レ
ゼ
ン

ト
、
カ
ラ
オ
ケ
レ
ッ
ス
ン
/
足
立
郵

便
局
?
3
8
8
1
)
2
6
0
0

?
短
期
講
習
「
二
級
簿
記
」
科
6

月
4
日
1
1
1
月
1
日
の
月
'
水
・
金

曜
日
(
5
0
日
r
)
ヽ
午
後
6
時
3
0
分

1
8
時
5
5
分
/
二
級
簿
記
検
定
を
受

検
す
る
在
職
の
方
/
5
0
人
(
先
着

順
)
/
7
千
3
0
0
円
(
納
入
さ
れ
た
授
業

料
は
お
返
し
で
き
ま
せ
ん
)
/
4
月

1
9
日
～
2
3
日
の
午
前
9
時
～
午
後
7

時
(
1
9
日
の
み
午
後
6
時
～
7
時
)

に
窓
口
で
受
付
/
都
立
足
立
高
等
職

業
技
術
専
門
校

s
(
3
6
0
5
)
6
1
4
8

□
都
税
事
務
所
か
ら
の
お
知
ら
せ
　
4

月
は
固
定
資
産
税
・
都
市
計
国

税
第
1
期
分
の
納
期
で
す
。
納
税
通

知
書
は
4
月
中
旬
ま
で
に
お
送
り
し

ま
す
の
で
、
お
近
ぐ
の
銀
行
・
郵
便

局
等
の
金
融
機
関
、
ま
た
は
都
税
事

務
所
で
4
月
3
0日
ま
で
に
納
め
て
く

だ
さ
い
/
足
立
都
税
事
務
所

酋
(
3
8
8
2
)
2
1
1
1

□
T
A
M
A
ら
い
ふ
2
1
「
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」▽
開
幕
記
念

式
典
・
市
民
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
・
:
4

月
2
5
日
(
日
)
、午
後
2
時
/
国
営
昭

和
記
念
公
園
(
み
ん
な
の
原
っ
ぱ
)

・
伝
統
芸
能
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
…
5

月
1
日
～
3
日
、正
午
1
午
後
6
時
　

(
3
日
の
み
午
後
8
時
ま
で
)
/
府

中
の
森
芸
術
劇
場
お
よ
び
都
立
府
中

の
森
公
園
/
「祭
り
と
芸
能
」
「伝
統

芸
能
「イ
ラ
イ
ト
」
「獅
子
頭
展
」ほ

か
・
多
摩
友
好
都
市
市
民
ワ
ー
ル

ド
バ
ザ
ー
ル
・
:
5
月
3
日
～
5
日
、

午
前
1
0
時
～
午
後
5
時
/
国
営
昭
和

記
念
公
園
(
レ
イ
ン
ボ
ー
プ
ー
ル
)
/

多
摩
と
世
界
の
「
共
鳴
」
を
テ
ー
マ

に
、
多
摩
と
国
内
外
の
友
好
都
市
の

物
産
・
芸
能
を
紹
介
し
ま
す
/
T
A
M
A

ら
い
ふ
2
1協
会

酋
0
4
2
5
(
2
9
)
8
1
3
1

□
浄
化
槽
は
清
掃
、検
査
、点
検
で

正
し
く
管
理
し
ま
し
ょ
う
浄
化
槽

を
正
し
く
働
か
せ
る
た
め
に
、浄
化

槽
管
理
者
に
は
年
1
回
以
上
の
清

掃
・
法
定
検
査
と
、浄
化
槽
の
方
式
・

規
模
に
応
じ
た
回
数
の
保
守
点
検
が

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。ま
た

都
・
清
掃
局
で
は
、2
3
区
内
の
下
水

道
未
普
及
地
域
に
あ
る
浄
化
槽
の
う

ち
届
出
の
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い

て
、清
掃
料
金
の
一
部
を
助
成
し
て

い
欒
y
。平
成
5
年
度
の
「軽
減
証
」

は
4
月
上
旬
に
郵
送
し
ま
す
。
平
成
6

年
3
月
3
1日
ま
で
有
効
で
す
の

で

、
使
用
す
る
時
ま
で
大
切
に
保
管

し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
ま
だ
助
成

を
受
け
て
い
な
い
方
で
、家
を
新
築

し
た
り
、分
譲
住
宅
を
購
入
し
た
方

は
、
建
築
確
認
通
知一
に
添
付
さ
れ

て
い
る
「
浄
化
槽
使
用
閲
始
報
告
一

」

(
(
ガ
キ
)
で
使
用
開
始
の
届
出
を

し
て
く
だ
さ
い
/
都
・
指
導
助
成
課
?
5
3
2
0
)
5
8
1
5

□
中
小
企
業
振
興
基
金
事
業
の
お
知

ら
せ
中
小
企
業
が
行
う
次
の
事
業

に
助
成
し
ま
す
。ご
希
望
の
方
は
説

明
会
に
参
加
し
、申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。▽
人
材
確
保
助
成
事
業
・
:

4
月
1
5
日
城
東
地
域
中
小
企
業
振
興

セ
ン
ター
、
4
月
1
6
日
秋
葉
原
庁
舎
、

4
月
2
0
日
消
費
者
セ
ン
タ
ー
多
摩
西

支
所
(
立
川
市
)
で
、い
ず
れ
も
午

後
冫
時
～
4
時
に
説
明
会
を
行
い
ま

す
▽
融
合
化
助
成
事
業
・
起
業
化

助
成
事
業
・
情
報
化
助
成
事
業
・
伝

統
工
芸
活
性
化
助
成
事
業
・
産
学
公

提
携
助
成
事
業
…
4
月
2
2
・
2
6
日
秋

葉
原
庁
舎
。4
月
2
8
日
農
菜
会
館
(
立

川
市
)
で
、い
ず
れ
も
午
後
2
時
～
午

後
4
時
に
説
明
会
を
行
い
廖
す
▽

商
店
街
活
性
化
助
成
事
業
・
:
4
月
2
1

日
、午
後
2
時
～
4
時
に
秋
葉
原
庁

舎
で
、4
月
2
2
日
、午
前
1
0
時
～
正

午
に
農
業
会
館
(
立
川
市
)
で
、4
月

2
6
日
、午
前
1
0
時
～
正
午
に
秋
葉
原

庁
舎
で
説
明
会
を
行
い
欒
y
/
嬲
東

京
都
中
小
企
業
振
興
公
社

s
(
3
2
5
1
)
7
8
9
5

□
環
境
管
理
計
画
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
意

見
発
表
者
募
集
6
月
7
日
、午
後

1
時
～
4
時
4
5
分
に
都
庁
で
開
催
さ

れ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
環
境
保
全
型

都
市
・
東
京
と
私
た
ち

」
に
お
い
て

。

「
ま
ち
づ
く
n
と

環
境
」
を
テ
ー
マ

と
し
た
意
見
(
5

分
以
内
)

の
発
表

者
を
4

人
募
集
し
ま
す
。
希
單

す
る

方
は

、
意
見
の
要
旨
を
崩
字
以
内
に

袤
こ
め

、
住
所

、
氏
名
、
年
齢
を
記

入
の
う
凡
、5

月
1
0
日
(

必
着
)
ま

で
に
郵
送
し
て
く
だ
さ
い

。
な
お

、

応
募
者
多
数
の
場
合
は

、
選
考
が
あ

り
ま
す
/

都
・
環
境
計
画
室

〒
1
6
3
1
0
1

新
宿
区
西
新
宿
2
1
8
-
7

一一
(
5
3
2
1
)
1
1
1
1

□
都
立
港
工
業
高
校
定
時
制
三
次
　

(
・
一
年
生
)
・
補
欠
(
2
～
4
年
生
)
　

機
械
科
・
電
気
科
・
電
子
科
、い

ず
れ
も
社
会
人
コ
ー
ス
有
(
高
校
卒

業
者
を
対
象
に
専
門
科
目
の
み
選
択

履
修
)
/
4
月
2
6
日
(
月
)
に
学
力
検

査
/
国
語
・
数
学
・
英
語
、第
2
学

年
以
上
は
英
語
の
代
わ
り
に
専
門
科

目
の
基
『
第
1
学
年
の
み
、2
5
歳

以
上
の
方
は
学
力
検
査
無
/
4
月

2
2
・
2
3
日
、午
後
2
時
～
8
時
に
窓

口
で
受
付
/
都
立
港
工
業
高
校
定
時

制
酋
(
3
4
3
1
)
1
5
8
3

□
都
立
皮
革
技
術
セ
ン
タ
ー
「施
般

公
開
」4
月
1
6
日
(
金
)
、午
前
1
0

時
～
午
後
4
時
/
講
演
会
「ウ
ォ
ー

キ
ン

グ
と
健
康

」(
午
後
1

時
3
0
分

～
3

時
)
、
技
術
相
談
(
皮
革
に
関
す

る
技
術
的
な
相
談
)
、
革
工

芸
教
室

(セ
カ
ン

ド
バ
ッ
グ
の
製
作
等
)
、ビ

デ
オ
「
靴
の
出
来
る
ま
で
ン

都
立
皮

革
技
術
セ
ン
タ
ー

墨
田
区
柬
墨
田
3
1
3
1
1
4

昔
(
3
6
1
6
)
1
6
7
1
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第21回( 1)足立 区政
に関する 世論調査あなたと築く明日の足立

区
民
の
皆
さ
ん
の
く
ら
し
に
密
接
な
か
か
わ
り
を

持
つ
区
政
。
こ
の
区
政
を
よ
り
良
い
も
の
と
す
る
た

め
、区
で
は
毎
年
2
回
世
論
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
調
査
を
通
じ
、区
民
の
皆
さ
ん
の
考
え
、意
見
、

要
望
を
的
確
に
把
握
し
、
今
後
の
区
政
に
反
映
さ
せ

て
い
き
ま
す
。
今
回
は
「
定
住
性
」
「
生
活
の
し
や
す

さ
」「
広
報
広
聴
活
動
」「
災
害
対
策
」「
自
転
車
対
策
」

「
区
政
へ
の
要
望
」
に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。

定

住

性

足
立
に
住
み
た
い
71
%

区
民
の
皆
さ
ん
は
、
足

立
区
に
ど
の

く
ら
い
の
年
数
住
ん
で
い

る
の
で
し
ょ

う

か
。
今
回
の
調
査
で

は
、
居
住
年
数
5

年
未
満
の
「
短
期
居
庄
者
」
が
1
0
气
5

～
1
9
年
の
「
中
期
居
住
者
」
が
2
9
%
、
2
0

年
以
上
の
『
長
期
居
住

者
』
が
6
1
%

で
し
た
。

。
足
立
区
に
今
後
と
も
住
み
愕
M

い
と
思
い
眼
y
か
'
と
い
う
問
い
に
、

湎

き
纃
き
住
む
つ

も
り
」
と

答
え
た

人

が
6
4
%
、「
事
情
が
許
せ
ば
住
み
た

い
」
7
%

と
合
わ
せ
、
定
住
派
は
約
7

創
と

な
っ
て
い
掌
r

。

寥
だ
、
。
今
住
ん
で
い
る
と
こ
ろ
に
愛

椣
を
感
じ
ま
す
か
い
に
は
、
「
愛
着
を
感

じ
る
」
4
9
%
、
ど
娶
ジ
か
と
い
冫
こ
愛

善
を
感
じ
る
」
3
0
%
と
、
お
よ
そ
8
割

の
人
が
愛
着
を
感
じ
る
と
答
え
て
い
ま

す
。定

住
意
向
、
愛

着
度
と
も
に
足
立
区

で
の
居
住
年
数
が
畏
く
な
る
ほ
ど
高
く

な
っ
て

い
ま
す
(

グ
ラ
フ
ー
)
。

庄
め
ば
匡
む
ほ

ど
、
足
立
の
艮
さ
が

わ
か
っ
て

く
る
と
い
う
'
」
と
で
し
ょ
う

か
。

グラフ1　 定住・移転意向　- 居住年数別-

生
活
の
し
や
す
さ

足
立
は
住
み
良
い

51
%

住
み
に
く
い
　
8
%

7
分
野
2
6項
目
に
濕
り
、
区
内
の

生

活
環
境
に
つ
い
て
の
評
価
を
伺
い

ま
し

た
。
評
価
の

高
い
分
野
は
、
「
利
便
性
」

「
身
近
な
公
共
施
設
」『
地
域
9

「
々
と

の
関
係
」
で

す
。

個
別
の
項
目
に
つ
い
て

。そ
う
思
冫

。
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
そ

う
思
冫

を

自
わ
せ
た
『
背
定
派
』
は

グ
ラ
フ
2

の

と
お
り
で
す
。

「
利
便
性
」
で
は
、
「
日
常
の
買
い
物

で
不
便
を
懇
じ
る
こ

と
は
な
い
」
が
6
7
%

と
雁

も
高
く
、「
物
価
が
安
く
生
活
し

や
す
い

胎

气

『
交
通
の
便
で
不
便
を

思
じ
る
こ
と
は
な
い
』
5
4
%
と

な
っ
て

い
毒

歹
。

『
身
近
な
公
共
施
設
』
で

は
、『
子
供

の
避

ぴ
堝
や
公
園
に
は
め
ぐ
象

れ
て
い

る
』
が
6
1
%
と
高
く
、
病

院
な
ぶ

馬
一

施
設
で
不
便
を
S

じ
る
こ

と
は
な
い
」

貂
%
と

譬

菫

す
。

『
地

敏
の
人
々
と
の
関
係
』
で
は
、
6
0
%

を
衄
え
る
項
目
が
多
い
な
か
、「
ふ

る
さ
と
的
な
思
じ
が
持
て

る
」
は
4
2
%

と
低
く
な
っ
て
い
る
の
が
残
念
で

罵

グラフ2　 生活のしやすさ
(「 そう 思 う 」+「 ど ち ら か と い え ば そう 思 う 」 派)

棒グ ラフ は 「 そ う 思 わ な い 」+ 「ど ちら かと い え ば そ う 思 わ な い 」 派 で す。

。足

立
区
は
全
般
的
に
み
て

住
み
良

い
所
で

す
か
‘
と
聞
い
た
と
こ
ろ
、
5
1
%

の
方
が
「
庄
み
良
い
」
と
答
凡
て
い

ホ
歹
。
ま
た
、
「
住
み
に
く
い
」と
慝
じ

て
い

る
人
は
約
8
%

と
少
数
で
し
た
。

足 立区は全般的 にみ て　住みよ いとこ ろですか

自
転
車
対
策

9
割
以
上
が

〝撤
去〟
に
賛
成

区
で
は
、
区
内
の
各
駅
周
辺
絮
m
以

内
を
自
転
申
放
置
禁
止
区
域
と
し
て
い

穿
f
'
。
こ
の
こ
と
を
。
知
っ
て
い
る
"

と
答
え
た
人
は
6
5
%
。
男
女
と

も
に
5
0

代
の

方
が
特
に
良
く
ご
俘
知
で
し
た
。

こ
の
票
止
区
域
内
で
の

撤
去
活
動
に

つ
い
て
は
、「
当
然
で
あ
る
」
5
7
%、『
ま

あ
仕
方
が
な
い
』
3
9
%
と
9

剖
を
超
え

る
方

が
賛
成
の
意

向
を
示
し
て

い
ま

す
。今

険
ど
の
よ
・
7
な
自
転
申
対
策
を
行

え
ば
艮

い
か
に
つ
い
て

も
伺
い

ま
し

た
。「
駐
輪
場
を
も
っ
と

増
や
し
、
管
理

す
る
た
め
の
費
用
の
一
部
は
利
用
者
に

負
担
し
て
も
ら
う
べ
き

」
が
5
6
%
、
次

い
で
『
撤
沢
活
励
の

強
化

』
3
7气

「
自

転
聿
に
よ
る
買
い
物
客
に
対
し
て
は
、

商
店
街
や
ス
ー
パ
ー
が
対
策
を

考
え
る

べ
き
」
3
7气

「
駅
や
商一
店
街
に
近
い
人

は
自
転
車
利
用

の
目
粛
を

」
叫
一
%
と
な

っ
て
い
ま
す
。

調
査
期
間

平
呪
4

年
U

月
1
8日

1
1
2月
4

日

調
査
対
象

無
作
為
抽
出
し
た
区

内
在
住
の
2
0
歳
以
上
8
0
歳
禾
両

の
男
女
2

千
人

調
査
方
法

専
門
調
査
揖
が
個
別

面
接
で
調
査

回
収
率

7
5・
2
%

自 転 車を 置 か れ て 迷 惑 だ と 思う 場 所

買い物などたいへん便利
な自転車ですが…

広
聴
活
動

広
聴
は
が
き

「
知
ら
な
い
」
88
%

区
の
行
っ
て
い
る
様
々
な
仕
事
に
、

こ
の
1
年
間
で
意
見
や
要
望
、
不
満
な

ど
を
持
っ
た
こ
と
が
。
あ
夕
と
答
え

た
人
は
3
3
%
。
こ
の
う
ち
約
2
創
の
方

が
そ
の
意
見
や
要
望
、
不
満
を
区
に
伝

え
て
い
串
y
。

逆
に
区
の
仕
串
に
対
し
て

不
満
な

ど

を
待
っ

た
こ
と
は
あ
る
が
、鹹

え
な
か

っ
た
」方
に
そ
の
理
由
を
伺
い
ま
し
た

。

「
伝
え
て

も
無
駄
だ
と
思
っ
た
」
が
4
9
%

で

最
も
多
く
、「
ど
こ
に
伝
え
た
ら
艮

い
か
わ
か
ら

な
か
っ
た
」
2
0气

「
面

倒

だ
っ
た
鉐

气

「
伝
え
る
ほ
ど
の
こ
と

は
な
い
と
思
っ
た
」
1
0
%
、
「
伝
え
る
必

要
が
な
く
な
っ
た
(
解
決
し
た
ご
3
%

の
順

と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
ぶ

冫
な
区
民
の
皆
さ
ん
の

意
見

や
要
望

、不
満
を
区
に
伝
え
る
制
度
『
広

聰
は
が
き
』に
つ
い
て

、「
知
っ
て
い
る
」

は
1
2
%
と
少
な
く
、
改
め
て

広
聴
制
度

全
般
の
P
R

の

必
要
性
を

感
じ
ま
し

た

。

区の仕事に対する不満等の有無 - 性・年代別-
「あ る」 人

2 年ご とに発 行する リブ・イン。
区政情報を わかりや すく まとめ て
います

災
害
対
策

大
地
震
に
8

割
の
人
が
不
安
感

大
地
興
が
起
こ
っ
た
場
合
の
こ
と
を

想
定
し
、
「
非
常
に
不

安
を
感
じ
て
い

る
」人
は
2
8
%
ミ

か
な
り
不

安
を
慝
じ

て
い
る
」
2
5
%
、
「
す
w
」し
不

安
を
馬
じ

て
い
る
」
3
1
%と
合
わ
せ

、
8
4
%の
方
々

が
大
地
震
に
不

安
感
を
持
っ
て

い
ま

す

。大
地
震
が
発
生
し
た
時
に
、
隣
近
所

の
助
け
合
い
や
協
力
に
つ
い
て
も
た
ず

ね
ま
し
た
。「
火
災
が
発
生
し
た
時
の
初

期
消
火
」
に
は
6
7
%
哭

が

幼

侍
で

き
る
″
と
考
え
て
い

ま
す
。
し
か
し
。

『
高
鵬
者
や
障
害
者
の

避
難
の

手
助

け
』
は
5
5
%
と
や
や
少
な
く
な
っ
て
い

ま
す
。

ま
た
、震
災
で

家
屋
が
剽
壊
し
た
り
、

火
災
に
あ
い
自
分
の

冢
に
住
め
な
く
な

っ
た
場
台
弌
観
せ
き
や
知
人
の
と
こ
ろ

に
行
く
」
が
2
8
%
で

燬
も
多
く
、
次
い

で
「
都
や
区
が
設
け
る
毋

難
所
に
行
く
J
2
6
%

、
屁

里
に
一
時
疎
開
す
る
柚
%

と
な
っ
て
い
ま
す
。

一時集合場所
を示す 〝やじ
ろべえ 〟

万一の災害時に備えて、
訓練は真剣です

区
政
へ
の
要
望

高
齢
者
福
祉

10
年
連
続
ト
ッ
プ

毎

年
調
査
し
て
い

る
区
政
へ

の
要

望
、
今
回
は
、
調
査
項
目
の
見
直
し
を

行
い
、
「
老
人
福
祉

」を
『
高
齢
者
福
祉
』

に
名
称
を
変
更
し

、
新
た
に

「
ゴ
ミ
・

リ
サ
イ
ク
ル

対
芦

と
i

宅
対
策
」

の
2

項
目
を

加
え
ま
し
た
。

名
称
は
変
わ

っ
て

も
、
今
年
も
区
政
へ

の
娶
篳
T

位
と

な
っ
た

『
高
齢
者
福

祉
』
。
こ

れ
で
1
0
年
連
続
の
1

位
と

な

り
、
こ

の
施
策
へ
の
区
民
の
皆
さ
ん
の

要
望
の
強
さ

が
良
く
わ
か
な

手

。

冫
位
、
l
卮
は

昨
年
と
順
位
が
入

れ

変
わ
n
ま
レ

た
。
4
位
、
ゑ

に
は
、

新
項
ほ
ど
な
っ
た

「
ゴ
ミ

ー
リ
サ
イ
ク

ル

対
策
」「
住
宅
対
策
」が
入
り
ま
し
た

。

区政 への要望上位5 位の推移

※ 平 成4 年 度から 「 老 人福 祉」は 「高 齢者 福祉 」に 変 わり まし た。

平

成
4
年
度
に
行
っ
た
第
2
1
回
足

立
区
政
に
関
す
る
世
論
調
査
(
1
)定
住

性
ほ
か

、(
2
)健
康
と
医
療
の
2
つ
の

調
査
結
果
の

「
あ
ら
ま
し
」
は

、
情

報
公

開
課
(
千
住
本
庁
舎
・
中
央
本

町
庁
舎
)
で
無
料
配
付
し
て

い
ま

す

。

ま
た

、
く
わ
し
い

集
計
結
果
が
わ
か

る

「
報
告
書
」
は

、
情
報
公
開
課
お

よ
び
区
内
の
各
図
書
館
で

ご
覧
い
た

だ
け
ま

す
。

問
先
=
千
住
本
庁
舎
・

広
報
課

(
3
8
8
2
)
1
1
1
1
(

代
)

噴水が人気の梅田亀田公園

大勢の人出で 活気が
でる 商店 街
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千住本庁舎へのお問い合わせは… …

3882- 1111㈹
千住本庁舎以外へのお問い合わせは

それぞれの電話番号(青色)へ。

募

集

工
業
用
ミ
シ
ン
縫
製

技
能
講
習
会

日
時
=
5
月
6
日
～
2
6
日
(
土
・
日
曜

日
を
除
く
)
、午
前
m
一
時
～
午
後
3

時

対
象
=

区
内
在
住
の
初
心
者

内
容
=

基
礎
縫
い
か
ら
ブ
ラ
ウ
ス

、
ス
カ
ー
ト

な
ど
の
製
作

定
員
=
1
6
人
(
先
着
順
)

費
用
=

無
料

。
た
だ
し

、
教
材
費
等
実

費
負
担
(
3

千
円
程
度
)

申
込
=

住

所
を
確
認
で
き
る
も
の
(

健
康
保
険
証

等
)
を
持
参
の
ろ
元

、4

月
2
3
日
(
金
)
、

午
前
9

時
か

ら
窓
口
で
受

付

塲
・

申
・
問
先
I

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
ゆ
う

昔
(
3
8
3
8
)
3
5
8

″
0

初
心
者
向
け

ワ
ー
プ
ロ
教
室

日
時
=
マ
3
日
間
コ
ー
ス
・
=
5
月
2
6
日
～

2
8
日
、午
前
の
部
(
午
前
1
0
時
～
午

後
1
時
)
/
午
後
の
部
(
午
後
2
時
～
5

時
ン
夜
間
の
部
(
午
後
6
時
3
0
分
～
9

時
)
▽
土
曜
コ
ー
ス
・
:
5
月
2
9
日
　

(
土
)
、午
前
9
時
～
午
後
4
時
マ
日

曜
コ
ー
ス
・
:
5
月
3
0日
百
)
、
午
前
9

時
～
午
後
4
時

場
所
l
綾
瀬
ブ
ル
ミ

エ

対
象
―
区
内
在
住
・
在
勤
の
初
心

者

定
員
=
各
コ
ー
ス
2
0人

費
用
1
3

日
間
コ
ー
ス
・
:
8千
円
/
土
・
日
曜

コ
ー
ス
…
7
千
円

※
い
ず
れ
の
コ
ー

ス
も
、N
E
c
文
豪
ミ
ニ
を
便
用

申

込
=
往
復
(
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
電
話
番
呎

希
望
コ
ー
ス
を
明
記

期
限
=
4
月
2
3日
消
印
有
効

申
・
問

先
=
ヤ

ービ
ス
セ
ン
タ
ー
ゆ
う

〒
a

綾
瀬
1
-
3
4
-
7
-
1
0
2

昔
(
3
8
3
8
)
3
5
8
6

ハ
イ
キ
ン
グ
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

日
時
=
5
月
1
4
・
2
1
日
、い
ず
れ
も
午

前
9
時
～
午
後
4
時
(
予
定
)
場
所

=
市
川
勳
嗄
物
園
(
予
定
)

対
象
=
1
8

歳
以
上
の
健
康
な
方

内
容
=
(
イ

キ
ン
グ
行
事
で
の
心
身
障
害
者
の
介
助

等

定
員
=
各
日
5
人

※
昼
食
・
傷

害
保
険
付

申
・
問
先
=
東
部
障
害
福

祉
総
合
セ
ン
タ
ー

゛
(
5
6
8
2
)
5
3
7
0

国

保

就
職
・
退
職
し
た
ら

手
続
き
を

・
就
職
し
た
ら
や
め
る
手
続
き
を

今
ま
で
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
た
方
が
、
会
社
等
に
就
職
し
て
新
た

に
職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た
り
。

そ
の
扶
養
家
族
に
な
っ
た
り
し
た
場
合

は
、
国
保
を
や
め
る
手
続
き
が
必
要
で

す
。
会
社
等
か
ら
国
保
課
に
は
何
も
連

絡
が
な
い
た
め

。手
続
き
を
し
な
い
と
、

国
保
に
加
入
の
ま
袤
む
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
必
ず
や
め
る
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い

。

申
込
=
動
め
先
の
健
康
保

険
証
/
国
民
健
康
保
険
証
/
届
出
人
の

印
か
ん
を
窓
口
へ
持
参

◆
退
職
し
た
ら
加
入
の
手
統
き
を

会
社
等
を
退
職
し
て
職
場
の
健
康
保

険
を
脱
退
し
た
方
や
そ
の
扶
養
家
族
の

方
は
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る
手

続
き
が
必
要
で
す
。

申
込
=
職
場
の

健
康
保
険
を
や
め
た
証
明
書
(
資
格
喪

失
証
明
S
、
離
職
票
な
ど
、
や
め
た
月

日
が
確
認
で
き
る
も
の
ン
届
出
人
の

印
か
ん
/
届
出
人
の
庄
所
、
氏
名
が
確

認
で
き
る
も
の
(
運
転
免
許
証
、
公
共

料
金
の
領
収
書
な
ど
。
た
だ
し
、
代
理

人
の
場
合
は
不
要
)
/
家
族
が
す
で
に

国
保
に
加
入
し
て
い
る
世
帯
は
、
国
民

健
康
保
険
証
/
7
0歳
未
満
の
方
で
、
厚

生
年
金
、
共
済
年
金
(
国
民
年
金
奮
陬

く
)
を
受
給
し
て
い
る
方
は
、
年
金
証

書
ま
た
は
年
金
裁
定
通
知
一
/
を
窓
口

へ
持
参

※
届
出
大
が
代
理
人
(
本
人

お
よ
び
同
一
世
帯
員
以
外
の
方
)
の
場

合
や
、住
所
、氏
名
が
確
認
で
忝
な
い
と

き
、
保
険
証
は
後
日
郵
送
と
な
り
ま
す

I

い
ず
れ
も
ト
ト

申
先
=
各
区
民
事
務
所
ま
た
は
国
民
健

康
保
険
課

問
先
=
中
央
本
町
庁
舎
・

資
格
賦
課
係

`
‘
(
3
8
8
0
)
5
1
3
1

保
険
料
の
改
定

平
成
5
年
度
国
民
健
康
保
険
料
の
最

高
限
度
額
が
、
年
額
4
6万
円
(
1
世
帯

あ
た
り
)
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

国
民
健
康
保
険
制
度
の
健
全
な
運
営
と

発
展
の
た
め
の
改
定
で
す
。
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
先
=

中
央
本
町
庁
舎
・
資
格
賦
課
係

昔
(
3
8
8
0
)
5
1
3
1

納
入
通
知
書
を

お
送
り
し
ま
す

平
成
5
年
度
国
民
健
康
保
険
料
の
納

入
通
知
書
を
、4
月
1
9
日
(
予
定
)
に

発
送
し
ま
す
。た
だ
し
、今
回
通
知
す

る
保
険
料
は
、平
成
4
年
度
の
住
民
税

額
で
計
算
し
て
あ
り
ま
す
。正
し
い
保

険
料
は
、確
定
し
た
平
成
5
年
度
住
民

税
額
で
再
計
算
し
、7
月
に
改
め
て
通

知
し
ま
す
。保
険
料
の
納
期
限
は
、毎

月
末
日
で
す
。口
座
振
替
制
度
も
あ
り

ま
す
の
で
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。問

先
=
中
央
本
町
庁
舎
・
資
格
賦
課
係
`

一一
(
3
8
8
0
)
5
1
3
1

国
保
指
定
旅
館

国
民
健
康
保
険
課
で
は
、
被
保
険
者

お
よ
び
区
内
在
住
・
在
動
の
方
が
割
安

な
料
金
で
ご
利
用
に
な
れ
る
旅
館
等

を
、
東
京
近
県
に
指
定
し
て
い
ま
す
。

利
用
券
は
「
あ
だ
ち
の
国
保
だ
よ
り
9
3

年
4
月
号
」
に
刷
り
込
ま
れ
て
い
ま
す

が
、
各
区
民
事
務
所
お
よ
び
国
民
健
康

保
険
課
に
も
あ
り
ま
す
。
今
年
度
の
指

定
施
設
は
、
表
1
の
と
お
り
で
す
。
予

約
、
料
金
等
の
詳
細
は
、
直
接
施
設
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
先
=

中
央
本
町
庁
舎
・
庶
務
係

a
(
3
8
8
0
)
5
1
2

ワ
』

表1　 指定旅館一覧表

生
活
環
境

水
洗
化
工
事
融
資

貸
付
金
利
の
改
定

水
洗
化
工
事
(
水
洗
便
所
へ
の
切
り

替
え
、
浄
化
槽
の
撤
去
、
排
水
設
備
の

設
置
)
の
資
金
に
お
困
り
の
方
に
、
一

定
の
条
件
の
下
に
融
資
あ
っ
せ
ん
を
行

い
、
利
子
の
一
部
を
負
担
し
ま
す
。

融
資
額
=
5
万
円
以
上
3
5万
円
以
内

金
利
=
表
2
の
と
お
り
(
平
成
5
年
4

月
1
日
受
付
分
よ
り
適
用
)

※
工
事

着
工
後
の
受
付
は
で
章
ま
せ
ん
の
で
、

必
ず
譱
工
前
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い

申
・
問
先
=
中
央
本
町
庁
舎
・
計
画
調

整
課
助
成
係

き
(
3
8
8
0
)
5
2
0
8

表2　 貸付金利(年利)駐
車
場
・
駐
輪
場

建
設
資
金
の
融

資
あ
っ
せ
ん

・
融
資
あ
っ
せ
ん

融
資
額
(
解
体
費
、
用
地
取
得
費
、
消

宍
税
を
除
く
建
般
費
)
―
駐
車
場
・
:
1

台
あ
た
り
沺
万
円
(
地
下
利
用
の
場
合

は
1
千
万
円
)
以
内
/
自
転
車
駐
車
場

…
盂

易
た
ひ
3
5万
円
(
地
下
利
用
の

場
合
は
7
0万
円
)
以
内
/
年
利
U
%
/
1
5

年
以
内
に
償
還
(
形
式
に
よ
り
細
基

準
有
)

対
象
=
足
立
区
内
に
建
設
敷

地
の
権
利
を
有
し
て
い
る
方
/
物
的
担

堡
嘉
辰
で
き
る
方
/
確
実
な
返
済
能

力
を
有
し
て
い
る
方
/
債
務
の
保
証
に

つ
い
て
、
連
帯
保
証
人
お
よ
″
4
-用
保

証
が
得
ら
れ
る
方
/
駐
車
場
・
:駐
車
場

に
供
す
る
面
積
が
3
0
0㎡以
上
ま
た
は
収

容
台
数
が
2
0台
以
上
(
機
械
式
の
場
合

は
、
建
設
大
臣
の
認
定
を
受
け
た
も

の
)
/
自
転
車
駐
車
場
・
:
収
容
台
数
が
5
0

台
以
上
(
原
動
機
付
自
転
車
を
含
む
)

・
利
子
補
給
(
自
転
車
駐
車
場
を
除
く
)

対
象
=
融
資
あ
っ
せ
ん
を
受
け
、
全
収

容
台
数
の
5
分
の
I
以
上
が
時
間
貨
し

の
駐
車
場
(
平
面
式
駐
車
場
を
吸
く
)

補
給
率
=
1
.
0
%
/年
1
回
/
5
年
間
補

給
I

い
ず
れ
も
ト
ト

申
・
問
先
―
中
央
本
町
庁
舎
・
駐
車
場

係

昔
(
3
8
8
0
)
5
2
7
9

特
殊
建
築
物
等

の
定
期
報
告

劇
場
、
ホ
テ
ル
、
大
規
模
物
品
販
売

店
舗
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
キ
ャ
バ
レ
ー
等

の
多
数
の
人
々
が
利
用
す
る
建
築
物
(

特
殊
建
築
物
)
は
欠
陥
が
あ
る
と
、
火

災
や
地
震
等
が
発
生
し
た
場
合
、
大
き

な
災
害
に
っ
な
が
り
ま
す
。
建
築
基
準

法
で
は
、
そ
の
恚
7

な
事
故
の
発
生
を

未
然
に
防
ぐ
た
め
、
所
有
者
ま
た
は
管

理
者
が
建
築
物
の
敷
地
、
構
造
お
よ
び

設
備
の
状
況
に
つ
い
て

、1
・
2
級
建

築
十
ま
鳬
は
建
設
大
臣
が
定
め
る
調
査

資
格
者
に
定
期
的
に
調
査
を
依
頼
し

て
、
そ
の
結
果
を
報
告
す
る
ぞ
っ
に
定

め
て
い
零
歹
(
特
殊
建
築
物
等
定
期
調

査
報
告
制
度
)
。
対
象
=
表
3
の
と
お

り

提
出
先
=
御
東
京
建
築
防
災
セ
ン

タ
ー

〒
囹
港
区
高
輪
2
1
1
5ふ
'
一
高

輪
明
光
ビ
ル
5
階
S
(
3
4
4
8
)
0
8
8
8

㈹

問
先
=
千
住
本
庁
舎
・

建
築
指
導
課
調
査
係

表3　 定期報告の対象になる特殊建築物(平成5 年度)

※ F ≧3 は、3 階以上の階でその用途に供する部分( 100 ㎡を超えるものに限る) を有するものを、A はそ
の用途に供する部分の床面積の合計をそれぞれ示す。
※ 斯築または改築( 一部の改築を除く) に係る燧築物の報告時期は、検査済証の交付を受けた直後の時期
を除く。
(注D5 階以上の建築物で延べ面i が2000㎡を超えるものに隰る。
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福

祉

高
齢
者
住
宅

改
造
費
助
成

身
体
の
不
自
由
な
高
齢
者
で
、
日
常

生
活
を
よ
り
過
ご
し
や
す
く
す
る
た

め
、
住
宅
を
改
造
す
る
方
に
、
改
造
費

の
助
成
を
し
て
い
ま
す
(
世
帯
の
所
得

に
応
じ
て
費
用
負
担
有
・
表
4
)
対

象
λ
`
歳
以
上
で
、
日
常
生
活
を
営
む

冫

守
常
時
注
意
を
要
す
る
状
態
に
あ

る
方

種
目
=

浴
室
/
玄
関
等
/
台

所
/
ト
イ
レ
/
居
室

申
・
問
先
=
管

轄
の
各
福
祉
事
務
所
(
表
5
)

高
齢
者
日
常

生
活
用
具

6
5歳
以
上
の
寝
た
き
り
や
、ひ
と
り

暮
ら
し
等
の
高
齢
者
の
た
め
に
、
日
常

生
活
用
具
の
給
付
ま
た
は
貸
し
出
し
を

行
っ
て
い
ま
す
(
世
帯
の
所
得
に
応
じ

て
費
用
負
担
有
・
表
4
)

対
象
=
6
5

歳
以
上
の
寝
た
き
り
や
、
ひ
と
り
暮
ら

し
等
の
高
齢
者

品
目
―
特
殊
寝
台
/

マ
ッ
ト
レ
ス
/
便
座
/
エ
ア
ー
パ
ッ

ド
/
電
磁
調
理
器
/
特
殊
尿
器
/
自
動

消
火
装
置
/
火
災
警
報
機
/
入
浴
用
担

架
/
体
位
変
換
器
/
痴
呆
(
ち
ほ
う
)

性
高
齢
者
徘
徊
(
は
い
か
い
)
感
知
器
/

車
い
す
/
歩
行
器
/
ガ
ス
安
全
シ
ス
テ

ム
/
シ
ャ
ワ
ー
チ
ェ
ア
等
/
難
燃
性
穫

具
/
洗
髪
器
/
空
気
清
浄
器
/
ベ
ッ
ド

用
テ
ー
ブ
ル
/
介
護
用
リ
フ
ト
/
移
動

用
バ
ー
/
簡
易
て
す
ひ
等
/
歩
行
補
助

杖
/
段
差
解
消
機

申
・
問
先
=
管
轄

の
各
福
祉
事
務
所
(
表
5
)

表4　 所得基準額

表5　 福祉事務所一覧高
齢
者
福
祉
手
当

対
象
=
6
5歳
以
上
で
3
ヵ
月
以
上
寝
た

き
り
の
方
ま
た
は
重
度
の
老
年
性
痴
呆

(ち
ほ
う
)
に
よ
り
、
常
時
介
助
を
必

要
と
す
る
方
に
支
給
(
在
宅
お
よ
び
入

院
中
も
含
む
)
申
込
=
本
人
名
義
の
預

金
通
帳
(
郵
便
局
は
除
く
)
/
印
か
ん
/

診
断
書
ま
た
は
入
院
証
明
書
(
入
院
の

場
合
)
を
窓
口
に
持
参

※
既
に
受
給

中
の
方
に
は
4
月
期
分
(
平
成
4
年
1
2

月
～
5
年
3
月
分
)
を
4
月
2
5日
ご
ろ

口
座
に
振
ひ
込
み
ま
す
。
届
け
出
の
金

融
機
関
で
受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
次
の
場
合
は
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
/
施
設
入
所
、
死
亡
、
転
出
等
で
受

給
資
格
が
な
く
な
っ
た
と
き
/
口
座
番

号
、
住
所
な
ど
届
出
事
項
に
変
更
が
あ

っ
た
と
き
/
璽
度
心
身
障
害
者
手
当
を

受
け
る
ぷ
つ
に
な
っ
た
と
き

申
・
問

先
=
千
住
本
庁
舎
・
高
齢
者
福
祉
係

障
害
者
世
帯
・
ひ
と

り
親
世
帯
の
方
の

住
み
替
え
家
賃
助
成

区
内
の
民
問
質
貸
住
宅
に
お
住
ま
い

の
障
害
者
が
い
る
世
帯
お
よ
び
ひ
と
り

親
世
帯
の
方
が
、取
り
壊
し
に
よ
り
立

ち
退
き
を
汞
め
ら
れ
た
場
合
、転
居
後

の
民
間
賃
貸
住
宅
の
家
賃
等
と
の
差
額

の
一
部
助
成
が
受
け
ら
れ
ま
す
。対
象

よ
`
に
定
め
る
障
害
者
世
帯
ま
た
は
ひ

と
ひ
親
世
帯
/
区
内
に
1
年
以
上
居
住

し
て
い
る
/
生
活
保
護
を
受
け
て
い
な

い
/
経
済
的
に
独
立
し
て
日
常
生
活
を

営
め
る
/
所
得
が
基
準
額
の
範
囲
内
で

あ
る
(
表
6
ン
取
り
壊
し
に
関
す
る
家

主
の
証
明
が
提
出
で
き
る
障
客
者
世

帯
=
身
体
障
害
者
手
帳
1
～
4
級
、ま

た
は
愛
の
手
帳
―
～
3
度
の
交
付
を
受

け
て
い
る
方
の
い
る
世
帯

ひ
と
り
親

世
帯
1

次
に
該
当
す
る
1
8
歳
未
満
(
1
8

歳
に
な
っ
た
年
の
年
度
末
ま
で
)

の
児

童
と
そ
の
父
ま
た
は
母

、
養
育
者
だ
け

で

構
成
す
る
世
帯
・
:
父
母
が
離
婚
/

父

ま
た
は
毋
が
死
亡
/

父
袤
政

謚

が
生

死
不
明
/

父
ま
た
は
母
に
1

年
以
上
遺

棄
さ
れ
て
い
る
/

父
ま
た
は
母
が
法
令

で
1

年
以
上
拘
禁
さ
れ
て
い
る
/

父
が

い
な
い
(

母
が
婚
姻
に
よ
ら
ず
懐
胎
し

た
児
玳
で
父
に
認
知
さ
れ
て
い
な
い
)

内
容
=

▽
家
賃
…

「
転
居
後
家
賃
」
と

「
家
賞
助
成
基
準
額
(
表
7
)

」
と
を
比

較
し
て

少
な
い
方
の
額
と

「
転
居
前
家

譽
ご

と
の
差
額

▽
転
居
一
時
金
…
転

居
時
に
要
し
た
権
利
金

、
礼
金

、
仲
介

手
数
料
で

、
転
居
一
時
金
助
成
基
準
額

の
範
囲
内
(

表
8
)

▽
契
約
更
新
料

…
家
賃
助
成
夲
受
け
て
い
る
方
が
契
約

更
新
時
に
か
か
る
費
用
(

家
賃
助
成
基

準
額
の
冫
倍
を
限
度
)

申
込
=

転
居

前
住
宅
の
賃
貸
借
契
約
書
お
よ
び
家
賃

の
領
収
書
写
し
/

住
宅
の
取
り
壊
し
に

関
す
る
家
主
の
証
明
書
/

前
年
(
1

月

～
7

月
に
つ
い
て
は
前
々
年
)

の
所
得

を
証
明
す
る
一

類
/

印
か
ん
/

障
害
者

世
帯
・
:
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
愛
の

手
帳
/

ひ

と
り
親
世
帯
・・・
戸
籍
謄
本
1

通
(

申
請
者
と
児
童
が
同
戸
籍
に
な
い

場
合
は
そ
れ
ぞ
れ
1

通
ず
つ
)

ま
た
は

児
童
扶
養
手
当
証
書
、
ひ

と
り
親
家
庭

医
療
証
/

を
窓
口
に
持
参

申
・
問
先
l

障
害
者
世
帯
・
:
千
住
本
庁
舎
・
障
害

福
祉
係
/
ひ
と
り
親
世
帯
:
爭
住
本
庁

舎
・
児
童
助
成
係

表6　 所得基準額

表7　 家賃助成基準額

表8　 転居一時金助成基準額

ひ
と
り
親
家
庭

医
療
費
助
成

保
険
診
瘠
一
に
よ
る
医
療
費
の
自
己
負

担
額
分
を
助
成
す
る
制
度
で
す
。該
当

す
る
方
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。対

象
=
区
内
に
住
所
が
あ
る
医
療
保
険
の

加
入
者
で
、次
に
該
当
す
る
児
童
(
1
8

歳
に
な
っ
た
年
の
年
度
末
ま
で
該
当
。

2
0
歳
未
満
で
中
度
以
上
の
障
害
の
あ
る

児
童
を
含
む
)
と
、そ
の
児
童
を
養
育

し
て
い
る
ひ
と
り
親
家
庭
の
方
…
父
母

が
離
婚
/
父
ま
た
は
母
が
死
亡
、生
死

不
明
、重
度
障
害
、法
令
に
よ
り
1
年

以
上
拘
`
曹
れ
て
ぃ
る
/
父
ま
た
は
母

に
1
年
以
上
遺
棄
さ
れ
て
い
る
/
父
が

い
な
い
(
毋
が
婚
姻
に
よ
ら
ず
懐
胎
し

た
児
童
で
父
に
認
知
さ
れ
て
ぃ
な
い
)

※
た
だ
し
、心
身
障
害
者
医
療
受
給
者
、

所
得
制
限
額
以
上
の
方
、
児
童
福
祉
施

設
等
入
所
者
は
除
膏
豕
歹

申
込
彑
尸

輛
謄
本
(
申
請
者
・
児
童
、
一
ヵ
月
以

内
に
発
行
の
も
の
)
/
健
康
保
険
証
(
申

請
者
・
児
童
)
/
印
か
ん
/
身
体
障
害
者

手
帳
・
愛
の
手
帳
/
昨
年
1
月
2
日
以

降
足
立
区
に
転
入
し
た
方
は
、
前
住
所

地
の
区
市
町
村
長
発
行
の
平
成
4
年
度

所
得
証
明
書
(
児
童
扶
養
手
当
用
)
/
児

童
扶
養
手
当
受
給
者
は
、
児
童
扶
養
手

当
証
書
、
健
康
保
険
証
。
印
か
ん
/
を

窓
口
へ
持
参

問
先
よ
住

本
庁
舎
・

児
竜
医
療
係

児
童
育
成
手
当
(
育

成
手
当
・
障
害
手
当
)

の
改
正

・
育
成
手
当
の
手
当
額
お
よ
び
支
給
対

象
年
齢
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

1
7歳
未
満
(
1
7歳
に
達
し
た
日
の
罵

す
る
年
度
の
末
日
以
前
)
、平
成
6
年
4

月
か
ら
は
1
8歳
未
満
(
1
8歳
に
達
し
た

日
の
属
す
る
年
度
の
末
日
以
前
)
で
、

次
の
い
ず
れ
か
の
状
態
に
あ
る
児
童
・
:

父
母
が
離
婚
/
父
ま
た
は
母
が
死
亡
、

生
死
不
明
/
父
次
た
は
母
に
1
年
以
上

遺
棄
さ
れ
て
い
る
/
父
ま
た
は
毋
が
法

令
に
よ
り
1

年
以
上
拘
禁
さ
れ
て
い

る
/
毋
が
婚
姻
に
よ
う
な
い
で
懐
胎
し

た
児
童
で
、
父
か
ら
認
知
さ
れ
て
い
な

い
/
父
ま
た
は
毋
が
重
度
の
障
害
(
身

体
障
害
者
手
帳
1
・
2
級
程
度
)

手

当
月
額
=
1
万
2
千
円

・
陣
害
手
当
の
手
当
額
が
改
正
さ
れ
ま

し
た2

0
歳
未
満
で
心
身
に
障
害
が
あ
り
、

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
児
童…
精

神
薄
弱
で
「
愛
の
手
帳
」
1～
3
度
/

身
体
の
障
客
で
「
身
体
障
害
者
手
帳
」
I

・
2
級
/
脳
性
マ
ヒ
ま
た
は
進
行
性

筋
萎
縮
症

手
当
月
額
1
1
万
4
千
円

-

い
ず
れ
や
ト
ト

※
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
状

況
に
よ
り
申
請
に
必
要
な
も
の
が
異
な

り
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
ぐ
だ
さ

い

申
・
問
先
1
千
住
本
庁
舎
・
児
童

助
成
係

乳
幼
児

す
こ
や
か
相
談

育
児
に
つ
い
て
の
相
談
に
経
験
豊
か

な
保
母
が
応
じ
ま
す
。

時
間
=
午
前
9

時～
午
後
5
時

場
所
等
=
▽
興
野

保
育
園
…
月
・
木
曜
日
・
豊
(
3
8
9
0
)
3
2
0
0

▽
新
隣
館
保
育
園
…

水
・
金
曜
日

豊
(
3
8
8
9
)
3
8
6
0

マ
新
田
保
育
園
…
火
・
土
曜
日

豊
一
3
9
1
4

‘・
6
4
6
6

問
先
p

千
庄
本
庁
舎
・
児
童
助
成
匳

ひ
ろ

ば

※
先
着
順
で
、
1
団

体
1
事
業
、
3
ヵ
月

間
再
掲
載
不
可
。

投
稿
先
…
広
報
課

=
催
し
物
=

☆
第
1
7
回
わ
ん
ぱ
く
相
撲
大
会
4

月
2
5
日

百
)

、
正
午
(
雨
天
の
場
合

は
5

月
2

日
)
/

北
千
住
公
園
相
撲

場
/

区
内
在
住
の
小
学
生
/

人
1
0
0

円
/

当
日
の
午
前
H

時
3
0
分
に
会
場

で
受
付
/
4

・
5
・
6
年
生
の
価
解
一
、

凖
優
勝
者
は
東
京
大
会
(

国
技
館
)

へ
出
場
/

宝
田

さ
(
3
8
8
8
)
4
3
4
9

☆
第
1
3
回
木
陽
会
展
(
油
絵
)
4

月
2
1
日
～
2
8
r
a
(
2
7
日
は
休
館
日
)
、

午
前
1
0
時
～
午
後
6
時
(
2
8
日
は
午

後
3

時
3
0
分
ま
で
)
/

西

新
井
区
民

ギ
ャ
ラ
リ
よ

サ
テ
ィ
4

階
)
/
池
田

昔
(
3
8
8
3
)
6
2
6
2

☆
歩
け
歩
け
大
会
(

東
京
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
ク
ラ
ブ
)
4

月
2
5
日
(

日
)
、

午
前
9

時
/

荒
川
河
川
敷

「
虹
の
広

場
」
か
ら
葛
西
臨
海
公
園
ま
で
の
1
6

に一一
/
人
1
0
0
円
/

家
族
向
き
/

景
品

付
き
/

平
松

`
一
一
(
3
8
9
0
)
4
6
3
3

☆
第
1
2
回
憲
法
の
つ
ど
い
5

月
3

日
(
祝
)
、
午
後
1

時
/

サ
ン
パ
ー
ル

荒
川
(
荒
川
区
荒
川
1
1
1
1
1
)
/

音
楽
構
成
詩
「
水
と
火
と
空
と
」
、
ト

ー
ク
(
灰
谷
9

次
郎
さ
ん
ほ
か
)
、
映

画
「3
本
足
の
ア
ロ
ー
」、
合
唱
「
ぞ

う
れ
っ
し
ゃ
が
や
っ
て
き
た
ン

ー

般
…
前
売
り
千
円
(
当
日
千
窈
円
)
、

小
・
中
学
生
…
涸
円
、
乳
幼
児
・
:無

料
/
草
間

一
″
(
3
8
7
0
)
0
1
7
1

=
募
集
=

☆
日
本
画
(
伊
興
グ
ル
ー
プ
)
第

2
・
4
木
曜
日
、午
後
1
時
～
4
時
/

伊
興
セ
ン
タ
ー
/
月
額
9
円
/
町
田

き
(
3
8
9
7
)
6
3
8
3

☆
煎
(
せ
ん
)
茶
・
お
花
の
会

煎

茶
・
:毎
月
第
1
火
曜
日
、
午
後
L
時
1
8

時
/
お
花
…
毎
月
第
2
・
4
土

曜
日
、
午
後
L
時
～
8
時
/
関
原
二

丁
目
4
8
1
5
井
上
宅
/
月
額
3
千

円
/
井
上

昔
(
3
8
8
6
)
5
7
3
3

☆
江
北
ヨ
ガ
サ
ー
ク
ル

毎
週
木
曜

日
、
午
後
7
時
3
0分
/
上
沼
田
町
民

館
(
江
北
三
丁
目
)
/
月
額
1
千
円
/

大
久
保

魯
(
3
8
5
6
)
6
0
5
1

☆
江
北
バ
レ
ー
サ
ー
ク
ル

毎
週
月

曝
日
、
午
後
3
時
3
0分
/
江
北
セ
ン

タ
ー
/
4
歳
以
上
の
児
童
/
入
会
金
3

千
円
、
月
額
3
千
円
/
福
山

昔
(
3
8
9
0
)
1
4
8
1

☆
ふ
る
さ
と
村
生
活
体
験
学
習

毎

月
第
2
土
・
日
曜
日
(
土
曜
日
の
午

後
1
時
集
合
、
翌
日
曜
日
の
午
後
1

時
解
散
)
/
小
学
生
以
上
の
お
子
さ

ん
と
そ
の
親
/
勳
植
物
と
ふ
れ
あ
い

な
が
ら
、
そ
の
世
話
が
で
瘴
汞
す
/

交
通
費
、
宿
泊
費
等
実
費
負
担
/
佐

藤

登
(
3
8
5
8
)
3
4
7
4

☆
足
立
太
極
拳
愛
好
会

毎
週
木
曜

日
、
午
後
6
時
3
0分
～
8
時
3
0分
/

東
京
武
道
館
/
入
会
金
1
千
円
、
月

額
3
千
4
0
0円/
大
槻

昔
(
3
8
4
9
)
5
3
5
4

☆
ス
ト
レ
ッ
チ
ヨ
ー
ガ
ク
ー
フ
ブ
毎

週
金
曜
日
、
午
後
3
時
3
0
分
～
5

時
/
興
本
セ
ン
タ
ー
/
入
会
金
2
千

円
、
月
額
3
千
9
円
/
4
月
一
杯
は

無
料
体
験
/
滝
沢

昔
(
3
8
8
7
)
1
6
5
2

☆
親
子
リ
ズ
ム
「み
つ
ば
ち
」(
新
日

本
婦
人
の
会
)
毎
週
月
曜
日
、午

後
3
時
～
4
時
3
0
分
/
花
畑
団
地
西

集
会
所
/
2
歳
～
I
歳
の
乳
幼
児
/

入
会
金
1
0
0円
、
月
額
千
9
円
/
若
杉

昔
(
3
8
5
2
)
7
3
4
5

☆
柳
原
歴
史
の
会
6

月
か
ら
毎
月

第
1
金
曜
日
、
午
後
7
時
～
9
時
/

千
住
あ
ず
ま
住
区
セ
ン
タ
ー
/
「
街

道
を
行
く
I
第
1
回
会
津
街
道
I

」

(講
師
・
窪
谷
慈
高
氏
)
/
月
額
千

円
/
高
橋

昔
(
3
8
8
1
)
6
5
9
3
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少 年 剣 道 大 会日
時
=
6
月
1
3
日
(
日
)
、
受
付
・
:
午
前

9
時
～
9
時
3
0
分
、
開
会
式
…
午
前
1
0

時

場
所
=
東
京
武
道
館

対
象
=
区

内
在
住
・
在
学
の
小
中
学
生

内
容
=

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
の
学
年
別
個
人
戦

(小
学
4
年
生
以
上
は
決
勝
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
あ
り
)

定
員
=
千
3
人

申
込
=

往
復
(
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
(
フ
リ

ガ
ナ
)
、
電
話
番
号
、
性
別
、
身
長
、
学

校
名
、
学
年
、
所
属
団
体
名
、
剣
道
歴
、

段
位
(
中
学
生
の
み
)
、「
少
年
剣
道
申

込
」
と
明
記

期
限
=
4
月
3
0日
必
着

申
・
問
先
=
体
育
協
会

〒
1
2
0千住
1
1
4
1
1
8

昔
(
3
8
8
2
T
I
I
I

㈹

バ
ス
で
行
く

春
の
グ
ル
ー
プ
施
設
見
学
会

期
間
=
5
月
～
7
月
(
平
日
計
4
回
)

時
間
=
午
前
9
時
I
午
後
4
時
(
雨
天

決
行
)

場
所
=
東
京
武
道
館
、
郷
土

博
物
館
、
し
ょ
う
ぶ
沼
公
園
、
花
畑
記

念
庭
園
ほ
か

対
象
=
1
8歳
以
上
の
区

民
で
つ
く
る
2
0人
以
上
3
0人
以
内
の
グ

ル
ー
プ

定
員
=
4

グ
ル
ー
プ
(
抽
選
)

費
用
=
無
料

申
込
=
往
復
(
ガ
キ
に

グ
ル
ー
プ
名
、代
表
者
の
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
、『
グ
ル
ー
プ
施
設
見
学
会
希

芦

と
明
記
(
I
グ
ル
ー
プ
ー
通
に
限

る
)
※
見
学
日
・
コ
ー
ス
等
は
、
あ
ら

か
じ
め
設
定
し
た
も
の
か
ら
選
ん
で
い

た
だ
き
ま
す

期
限
=
4
月
2
0日
消
印

有
効

申
・
問
先
=
千
住
本
庁
舎
・
広

報
課

〒
1
2
0千庄
1
-
4
1
1
8

・一一
(
3
8
8
2
)
1
1
1
1

㈹

情 報 コ ー ナ ー

HOW　TO　 キャンプ

日時等一下表のとおり 対象- 16
歳以上の青少年育成活動に携わっ
ている方 内容- キャンプ初心者
のための講習会。全日程参加者に
は修了証をさし上げます( 元溯江
公園キャンプ場を借りるにはこの
修了証が必要です) 定員- 50 人
費用- キャンプ実習のみ実費 申
込一電話 期限- 5 月7 日 申・
問先一千住本庁舎・少年育成係
03882 ―1111㈹

How　Toキャンプ

楽しみながら
ゲームを学ぶ

―初級編―

日時等一上表のとおり 対象- 16
歳以上で、青少年育成活動に携わ
っている方 内容- レクリエーシ
ョングームの指導法を学びます。
初めての方もどうぞ 定員- 50 人
費用一無料 申込一電話 期限- 5
月24日 申・問先==千住本庁

舎・少年育成係S3882- 1111 ㈹

※ 時間はいずれも午後7 時～9 時。

あし だち大学
「文学コース」

―芭蕉文学と旅―

日時 等一右表のとおり 場 所一花
畑 老人館 対象一区内在住 ・在動
の60 歳以上の方で、全回出席 でき
る方 定員=40 人( 抽選) 費用=
無 料 申 込一往復ハガキに住 所、
氏 名、年齢、性別、電話番号 、あ
しだ ち大学 「文学コース」と明 記
期限==4 月30日消印有効 申 ・問
先 一花畑老人館c3850 ―2617

「芭蕉 文学と旅」

※ い ず れも 毎 週 木 曜日 、 午 後1 時30 分 ～3 時30 分 。

ことぶきクラブに
参加しませんか

日時- 5月から6年3月の毎週木
曜日、午後1時30分～3時30分( 月
1 回の会 食日は午前10時から) 場
所一千住 老人館 対象- し>区内在
住で65歳以 上の方D 気力、体力
の衰えを 感じ ている方D 自力 ま
たは家族 の介助で通える方[ > 医
療的介護を必 要とする方は参加で
きませ ん 内容一軽い体操、健康
相談、手芸 、レ クリエーションな
どを通じ て、高齢者の 健康づくり 、

友だちづくりをし ます 定員- 20
人( 先着順) 費用一月額500円( お
やつ、会食代) 申 込一直接窓 口ま
たは電 話 申 ・問先一千住老人 館
登3882- 2765

易道占入門教室
日時- 5月26日～7月28日の毎週
水曜日、午後6時30分～8時30分
場所一勤労福 祉会館 対象一区内
在住・在動 の方 内容一 九気性と
十二支から 人の性格と運勢を判断
し 、運勢の 活用法を学ぶ 「気学」
を勉強し ます 定員- 30 人( 抽選)
費用=5, 000 円( 別にテキスト代1, 000

円) 申 込一往復ハガキに
住所、氏 名、年齢、自宅・ 動務先
の電話番 号、「占教 室」と明 記 期
限- 4 月30 日消印有効 申・問先-
サービ スセン タ ー ゆう 〒120

綾瀬1- 34- 7713838 ―3586

楽しい
区内 少年キ ャン プ

期間- 7月21日～8月31日、1泊
2日…午後1時～翌日の午前11
時、日帰り…午前11時～午後9時
対象一区内 少年団 体( 利用者15人
につき、教 育委員 会指定講座修了
者1 人が必 要) 内容一夏休み期
間中、元渕 江公園内 にキ ャンプ場
を開設。キ ャンプ 用品も貸し 出し
ま す 申 込一 往 復 ハガ キ に団 体
名、代表者 の住所、氏 名、電話番
号、「キ ャンプ 場利用希望」または
「キ ャンプ 用品 外部 貸出希望」と
明記( 1 団体1 通) 期限- 5 月7
日必着 抽 選- 5 月10日、午前10
時、千住本庁舎6 階会議室で公

開抽選 申・問先一千 住本庁舎・
少年育成係 〒120 千 住1- 4- 18

酋3882- 1111 ㈹

ホストファミリーの
ための英会話教室

日時- 5月11日～6月4日の毎週
火・金曜日、午後6時～8時10分
場所一産業振興館 対象一区内在
住・在動の方で、ホストファミリ
ーボランティアを希望する方 講
師- シェリー・パウェル氏( 姉妹
都市専門員) 定員=20 人( 1 クラ
ス10人程度) 費用=2, 000 円 申
込一電話または直接窓口 期限- 4
月23日 申・問先一諾国際親善

協会 酋3882- 6297

旅行英会話教室
期間一水曜コース… 5月26日～7
月14日/木曜コース… 5月27日～
7月15日時間-いずれも午後

7時～9時場所一勤労福祉会館
対象一区内在 住・在勤の方 内 容
一外国人 講師カi初心者向けに教え
ます 定員 一各20人( 抽選) 費
用=7, 000 円( 教 材費を 含む) 申
込一往復ハガ キに住所、氏名、年
齢、電 話番号、 希望コースを明 記
期限- 4 月23 日消印有効 申・問
先- サーピ スセ ンタ ーゆ う 〒120

綾瀬1- 34- 7
H3838 ―3586

小学生おさらい教室
生徒募集中

経験豊富な元小学校教師が, マ
ンツーマンで指導します。日時一
西保木閧教室…毎週水・金曜日/
関原教室…毎週火・木曜日/いず
れも午後2時30分～5時30分場
隋一西保木間教室…シルバー人材
センター(西保木間1- 8- 2>/
関原教室…橘幼稚園(関原3- 47
- 11) 科目一国語。算数定員一
小学1年生… 20人( 授業開始は5
月から) /小学2年生… 10人/
3・4年生…若干名(先着順)費
用一月額4, 000～5, 500円申込一
電話 申・問先- シルバー人材セ
ンターS3859- 2561


